
職層 氏　名 ～ これまでの半年　＆　これからの半年 ～

〔これまでの半年間を振り返り、自分自身で成長したと感じること〕

〔これからの自分自身の成長に向けた課題やそのために実行しようと考えていること〕

〔成長が認められた点：ほめるべき点・今後もさらに伸ばしてもらいたい点〕

1 誠実さ

2 コミュニケーション

3 判断力

4 自己管理

5
〔今後の成長課題：改善・克服すべき点・上司として支援すべき点〕
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〔その他特記事項〕
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所属 提出日

平成30年度前期　　評価シート【介護】 月　  　日 本　人　コ　メ　ン　ト

法人理念

今年度の個人目標
評価

本人 上司

行
動
項
目

（
全
体

）

何事にも前向きな姿勢で、笑顔を忘れず、率先して真面目にやり遂げる

笑顔で挨拶ができ、状況に即した連絡・報告ができる

　４：求めるレベルを十分に上回っている　　　３：求めるレベルに到達している
２：求めるレベルにやや到達していない　　　１：求めるレベルに大幅に到達していない

項　目 具体的な行動

評価

利用者の体調不良及び施設内での危険を予測し行動するとともに、緊急時は冷静に判断し、状況に合
わせて行動できる

10分前までには出勤し、その日の業務を確認している。また、遅刻をしないように健康管理に努めてい
る

１　次　評　価　者　コ　メ　ン　ト　（氏名　　　　　　　　　　　　　　）

本人 上司

洗身時には、皮膚トラブル、内出血、皮むけなどを観察するとともに、トラブルがある場合、看護師に正
しく報告し、指示を受けることが出来る

入浴後ヒヤリング等による体調の確認をし、十分な水分補給をしている

ス
キ
ル
項
目

入浴

入浴前、バイタルサインの測定や利用者へのヒヤリング等による体調確認、意向確認を行い、入浴の可
否について確認している

カーテンやバスタオル等を使い、プライバシーや保湿に配慮している

浴槽内の湯温を手と温度計で確認し、リフト等を用いて入浴した場合、利用者の身体の位置を確認し、手が挟まれ
る等の事故に注意して安全に入浴して頂いている

速やかに汚染された衣類、パット、使用物品ゴミを片付けることが出来る

「失禁」か「トイレでの排泄」かや、排泄物の量や性状について記録をし、異常時には報告する

排泄

排泄介助にあたり、感染予防を理解し、手袋を着用し、利用者に介助内容を伝え、同意を得ている

利用者のADLを把握し安全な移乗・立位座位保持の介助が出来る

トイレ（ポータブルトイレ）おむつ、パット交換の際、カーテンやスクリーンを使用する等してプライバシー
に配慮している

食事

利用者の覚醒状態を確認するとともに、食べやすい座位の確認をする ２　次　評　価　者　コ　メ　ン　ト　（氏名　　　　　　　　　　　　　）

利用者を同じ目線の高さで介助し、しっかり咀嚼して飲み込んだことを確認

急変時は速やかに看護師に報告し、応急処置を行うことが出来る

介助を始める前に車椅子のフットレストやブレーキがかかっているか、フットレストが上がっているか、タ
イヤの空気が十分かを予め確認している

薬は名前、服薬時間を声に出して確認し、服薬確認介助が出来る

歯磨きや清拭の後、口腔内を確認し、口腔内に残渣物がないことを確認すると共に磨き残し歯茎の腫
れ出血等がないか確認している

集計（合計点）

面
談
実
施

本　　　人

移乗がしやすいようベッドの高さを調整する

ベッド、車椅子、椅子上で姿勢が崩れていた場合には、身体に摩擦を与えないように姿勢を正し、安楽
な体位保持の介助を行っている

面　談　者

移動

一つ一つの動作に言葉掛けが出来、急がせず利用者のペースに合った介助・誘導を行っている

利用者の残存機能を活かし、移乗・移動体位交換を支援している


